
 



 

【研究背景と内容】 

英国での「ひきこもり」の関心の高まりに応える形で、2016 年以降、本学の総合保

健体育科学センター准教授で「ひきこもり」の専門家である精神科医の古橋忠晃（本論

文の第二著者）が、英国グラスゴー大学神経科学心理学研究所の Maki Rooksby 研究員

（本論文の筆頭著者）や同大学健康・福祉研究所精神衛生グループの Hamish J .McLeod

教授（本論文の最終著者）らと、ひきこもりの日英共同研究（英国における青年の「ひ

きこもり」の現状の把握など）を行ってきた。 

 

【成果の意義】 

本研究の成果として、新型コロナウイルス感染症による経済的・社会的影響下での

「ひきこもり」予備軍の存在への注目がなされ、将来増加しうる「ひきこもり」やその

家族のサポートのための世界各国で公的資源の必要性に対する理解が期待される。 
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